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展示資料

　

流

通

科

学

大

学

（

兵

庫

県

神

戸

市

）

は

６

月

�

日

ま

で

、

第

３

回

「

高

校

生

　

食

の

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

グ

ラ

ン

プ

リ

」

の

エ

ン

ト

リ

ー

を

受

け

付

け

て

い

る

。

若

い

世

代

に

「

食

」

に

関

す

る

さ

ま

ざ

ま

な

問

題

を

考

え

て

も

ら

う

機

会

と

し

て

、

「

豊

か

で

持

続

可

能

な

食

を

目

指

し

て

」

を

テ

ー

マ

に

、

こ

れ

か

ら

も

安

心

・

安

全

な

食

生

活

を

送

る

た

め

に

、

幅

広

い

世

代

で

取

り

組

め

る

活

動

の

プ

ラ

ン

を

募

集

し

て

い

る

。

　

同

グ

ラ

ン

プ

リ

は

、

学

校

法

人

中

内

学

園

と

同

大

学

の

創

設

者

で

、

ダ

イ

エ

ー

の

創

業

者

で

も

あ

る

中

内

㓛

氏

の

生

誕

１

０

０

年

を

記

念

し

て

、

２

０

２

２

年

に

創

設

。

中

内

氏

が

こ

の

世

で

成

し

遂

げ

よ

う

と

し

た

も

の

を

受

け

継

ぎ

、

若

い

世

代

が

「

食

」

の

問

題

を

考

え

、

未

来

を

展

望

す

る

き

っ

か

け

と

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

る

。

　

概

要

は

次

の

通

り

。

　

【

対

象

】

高

校

生

　

【

参

加

単

位

】

個

人

も

し

く

は

グ

ル

ー

プ

（

１

チ

ー

ム

�

人

ま

で

）

　

【

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

】

▽

中

間

審

査

提

出

期

限

：

９

月

�

日

▽

最

終

審

査

発

表

：

�

月

９

日

　

詳

細

は

特

設

サ

イ

ト

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

／

／

ｗ

ｗ

ｗ

．

ｕ

ｍ

ｄ

ｓ

．

ａ

ｃ

．

ｊ

ｐ

／

ｓ

ｄ

ｇ

ｓ

／

ａ

ｃ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

－

ｐ

ｌ

ａ

ｎ

／

）

ま

で

。

　

文

京

区

立

森

鷗

外

記

念

館

（

東

京

都

文

京

区

）

は

６

月

�

日

ま

で

、

２

０

２

４

年

度

・

春

の

特

別

展

「

教

壇

に

立

っ

た

鷗

外

先

生

」

を

開

催

し

て

い

る

。

　

森

鷗

外

は

１

８

８

１

（

明

治

�

）

年

に

東

京

大

学

医

学

部

を

卒

業

後

、

陸

軍

軍

医

と

な

っ

た

。

ド

イ

ツ

留

学

か

ら

日

本

へ

戻

っ

た

鷗

外

は

陸

軍

軍

医

学

校

の

教

官

と

な

り

、

衛

生

学

を

教

え

、

１

８

９

３

（

明

治

�

）

年

か

ら

は

校

長

を

務

め

た

。

　

そ

の

間

、

１

８

９

１

（

明

治

�

）

年

か

ら

、

東

京

美

術

学

校

（

現

・

東

京

藝

術

大

学

美

術

学

部

）

で

美

術

解

剖

学

、

後

に

美

学

と

西

洋

美

術

史

等

を

教

え

た

。

慶

應

義

塾

大

学

部

で

も

美

学

の

嘱

託

講

師

を

務

め

た

。

１

９

０

８

（

明

治

�

）

年

～

１

９

２

０

（

大

正

９

）

年

に

は

、

修

身

や

唱

歌

の

国

定

教

科

書

編

さ

ん

に

も

関

わ

っ

た

。

　

今

回

の

特

別

展

で

は

、

教

育

に

携

わ

っ

た

鷗

外

の

姿

を

各

学

校

に

ま

つ

わ

る

関

連

資

料

、

教

科

書

等

を

通

し

て

展

覧

し

て

い

る

。

　

監

修

は

山

崎

一

穎

氏

（

跡

見

学

園

女

子

大

学

名

誉

教

授

、

森

鷗

外

記

念

会

顧

問

）

、

協

力

は

慶

應

義

塾

福

澤

研

究

セ

ン

タ

ー

／

福

澤

諭

吉

記

念

慶

應

義

塾

史

展

示

館

、

公

益

財

団

法

人

日

本

美

術

院

、

東

京

藝

術

大

学

美

術

学

部

近

現

代

美

術

史

・

大

学

史

研

究

セ

ン

タ

ー

な

ど

。

　

詳

細

は

同

館

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

／

／

ｍ

ｏ

ｒ

ｉ

ｏ

ｇ

ａ

ｉ

－

ｋ

ｉ

ｎ

ｅ

ｎ

ｋ

ａ

ｎ

．

ｊ

ｐ

）

ま

で

。

　

東

京

都

江

戸

東

京

博

物

館

（

東

京

都

墨

田

区

）

は

、

ゲ

ー

ム

エ

ン

ジ

ン

を

本

格

利

用

し

た

体

験

型

ア

プ

リ

「

ハ

イ

パ

ー

江

戸

博

」

の

第

３

弾

「

ハ

イ

パ

ー

江

戸

博

　

日

本

橋

繁

昌

記

　

江

戸

の

お

金

編

」

を

４

月

�

日

に

リ

リ

ー

ス

し

た

。

　

２

０

２

２

年

４

月

か

ら

長

期

休

館

中

の

同

館

は

同

ア

プ

リ

を

通

じ

て

、

継

続

的

に

江

戸

・

東

京

の

暮

ら

し

や

文

化

、

歴

史

を

学

べ

る

コ

ン

テ

ン

ツ

を

提

供

し

て

い

る

。

同

月

に

第

１

弾

「

江

戸

両

国

編

」

、

２

０

２

３

年

４

月

に

第

２

弾

「

明

治

銀

座

編

」

を

リ

リ

ー

ス

。

国

内

外

で

人

気

を

博

し

、

累

計

約

�

万

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

を

達

成

し

た

。

　

第

３

弾

で

は

、

商

業

の

中

心

地

で

あ

る

日

本

橋

の

に

ぎ

わ

い

を

当

時

の

絵

画

や

図

面

な

ど

を

基

に

３

Ｄ

空

間

で

再

現

し

た

。

ユ

ー

ザ

ー

は

日

本

橋

の

商

家

の

若

旦

那

と

な

り

、

江

戸

の

街

並

み

に

隠

さ

れ

た

１

０

０

点

の

収

蔵

品

を

探

し

な

が

ら

、

新

シ

ス

テ

ム

「

お

金

稼

ぎ

」

を

通

し

て

、

江

戸

時

代

の

お

金

や

商

売

の

仕

組

み

も

体

験

で

き

る

。

　

詳

細

は

「

ハ

イ

パ

ー

江

戸

博

」

特

設

サ

イ

ト

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

／

／

ｈ

ｙ

ｐ

ｅ

ｒ

．

ｅ

ｄ

ｏ

ｈ

ａ

ｋ

ｕ

．

ｊ

ｐ

／

）

ま

で

。

　

東

京

都

市

大

学

等

々

力

中

学

校

・

高

等

学

校

（

東

京

都

世

田

谷

区

）

は

６

月

�

日

、

同

校

で

「

等

々

力

Ｉ

Ｃ

Ｔ

フ

ェ

ア

２

０

２

４

」

を

開

催

す

る

。

　

教

育

に

お

け

る

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

活

用

に

つ

い

て

、

同

校

を

は

じ

め

と

す

る

事

例

を

基

に

、

他

校

か

ら

の

講

師

も

招

い

て

考

察

を

深

め

る

。

当

日

は

３

部

構

成

と

な

り

、

第

１

部

で

は

「

『

正

解

』

の

な

い

『

問

い

』

～

Ｉ

Ｃ

Ｔ

を

添

え

て

～

」

を

テ

ー

マ

と

し

て

同

校

の

授

業

を

公

開

す

る

。

第

２

部

は

「

Ａ

Ｉ

で

広

が

る

学

び

の

世

界

―

多

様

な

教

育

の

可

能

性

を

探

る

」

と

題

し

、

生

成

Ａ

Ｉ

に

つ

い

て

考

え

る

全

体

会

セ

ミ

ナ

ー

を

実

施

す

る

。

第

３

部

で

は

、

主

に

教

科

ご

と

に

分

か

れ

、

セ

ミ

ナ

ー

形

式

の

教

員

研

修

を

行

う

。

　

教

員

や

教

育

関

係

者

、

同

校

の

受

験

希

望

者

ら

を

対

象

と

し

て

い

る

。

参

加

無

料

、

要

事

前

申

し

込

み

（

申

し

込

み

は

６

月

�

日

ま

で

）

。

　

詳

細

は

同

フ

ェ

ア

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

／

／

ｓ

ｉ

ｔ

ｅ

ｓ

．

ｇ

ｏ

ｏ

ｇ

ｌ

ｅ

．

ｃ

ｏ

ｍ

／

ｖ

ｉ

ｅ

ｗ

／

ｔ

ｏ

ｄ

ｏ

ｒ

ｏ

ｋ

ｉ

ｉ

ｃ

ｔ

ｆ

ａ

ｉ

ｒ

２

０

２

４

）

ま

で

。

　

東

京

家

政

大

学

健

康

科

学

部

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

学

科

（

埼

玉

県

狭

山

市

）

は

昨

年

度

か

ら

、

１

～

２

年

生

の

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

「

基

礎

教

養

科

目

か

ら

形

成

す

る

人

と

信

頼

関

係

を

築

く

多

角

的

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

」

を

展

開

し

て

い

る

。

同

学

科

の

学

生

は

作

業

療

法

士

、

理

学

療

法

士

と

し

て

障

が

い

の

あ

る

児

・

者

の

活

動

や

社

会

参

加

を

支

援

す

る

た

め

に

、

高

い

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

が

不

可

欠

と

な

る

こ

と

か

ら

、

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

他

者

主

体

の

態

度

・

行

動

を

実

践

で

き

る

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

の

育

成

を

主

眼

と

し

、

自

ら

の

意

志

と

判

断

で

人

と

意

思

疎

通

す

る

多

角

的

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

を

培

い

、

学

生

の

自

分

軸

を

形

成

さ

せ

、

地

域

社

会

で

直

面

す

る

多

様

な

課

題

を

克

服

す

る

人

材

の

育

成

を

図

る

。

　

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

展

開

の

き

っ

か

け

は

、

２

０

２

２

年

度

に

同

学

科

の

学

科

長

に

就

任

し

た

米

津

亮

氏

が

オ

ン

ラ

イ

ン

主

体

の

教

育

を

実

施

し

た

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

重

要

で

あ

る

と

の

認

識

を

強

め

た

こ

と

。

米

津

学

科

長

は

「

学

生

が

人

と

接

す

る

こ

と

の

意

義

を

学

び

、

医

療

従

事

者

と

し

て

人

と

信

頼

関

係

を

築

け

る

人

格

を

形

成

し

て

い

く

こ

と

が

大

切

だ

と

考

え

た

」

と

話

す

。

　

同

学

科

は

、

一

般

教

養

と

し

て

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

論

の

授

業

に

加

え

、

学

校

法

人

の

さ

ま

ざ

ま

な

課

題

の

解

決

を

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

る

㈱

プ

ロ

サ

ー

ブ

（

神

奈

川

県

横

浜

市

）

に

よ

る

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

研

修

会

を

２

０

２

２

年

度

か

ら

１

～

４

年

生

に

順

次

導

入

し

、

学

年

ご

と

に

年

１

回

実

施

し

て

い

る

（

写

真

１

）

。

　

こ

う

し

た

中

、

米

津

学

科

長

は

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

育

成

に

向

け

た

教

育

を

さ

ら

に

強

化

す

る

た

め

、

医

療

従

事

者

と

し

て

必

要

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

の

育

成

を

学

問

と

し

て

体

系

化

。

学

科

が

設

定

し

た

デ

ィ

プ

ロ

マ

ポ

リ

シ

ー

に

基

づ

く

人

材

に

学

生

が

ど

の

よ

う

に

近

づ

い

て

い

く

の

か

探

索

学

習

を

行

い

、

人

と

意

思

疎

通

す

る

力

の

形

成

に

最

大

の

特

徴

が

あ

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

構

築

し

た

。

　

自

分

軸

の

形

成

に

つ

い

て

は

、

「

教

養

」

と

共

に

「

傾

聴

力

」

「

情

報

発

信

力

」

「

デ

ザ

イ

ン

力

」

「

非

言

語

的

表

現

力

」

な

ど

を

統

合

し

、

応

用

す

る

力

を

求

め

、

女

性

が

持

つ

「

観

察

力

」

「

気

遣

い

」

「

優

し

さ

」

を

最

大

限

に

高

め

る

こ

と

に

寄

与

す

る

独

自

性

の

あ

る

内

容

と

し

た

。

　

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

一

般

財

団

法

人

三

菱

み

ら

い

育

成

財

団

の

２

０

２

３

年

度

「

�

世

紀

型

教

養

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

」

に

選

ば

れ

、

同

助

成

の

枠

組

み

を

活

用

し

て

１

～

２

年

生

の

授

業

と

し

て

展

開

し

、

３

～

４

年

生

の

実

習

に

お

い

て

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

学

ん

だ

こ

と

を

生

か

せ

る

よ

う

に

し

た

。

　

初

年

度

は

１

年

生

�

人

を

対

象

に

８

～

９

人

体

制

の

ゼ

ミ

を

９

グ

ル

ー

プ

設

置

し

、

学

内

の

専

任

教

員

３

人

と

外

部

講

師

２

人

で

学

修

を

支

援

し

た

。

　

昨

年

９

月

�

日

に

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

、

�

月

７

日

に

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

（

要

旨

作

成

）

、

�

月

�

日

に

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

研

修

会

、

�

月

�

日

に

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

（

ポ

ス

タ

ー

作

成

）

、

�

月

�

日

に

学

内

交

流

会

（

写

真

２

）

、

今

年

１

月

�

日

に

附

属

高

校

交

流

会

を

行

っ

た

。

　

▽

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

多

様

性

を

理

解

す

る

▽

基

礎

教

養

科

目

の

知

識

を

応

用

す

る

▽

他

者

の

考

え

を

尊

重

す

る

態

度

を

身

に

付

け

る

▽

多

様

な

考

え

を

一

つ

に

ま

と

め

、

伝

え

る

力

を

育

む

―

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

「

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

構

成

因

子

」

を

テ

ー

マ

に

学

修

を

進

め

た

。

　

サ

ブ

テ

ー

マ

の

「

不

快

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

」

「

心

地

よ

い

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

」

「

異

文

化

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

」

に

沿

っ

て

考

え

を

ま

と

め

、

交

流

会

に

臨

ん

だ

。

　

「

自

分

の

考

え

を

示

し

た

上

で

、

他

者

の

考

え

を

ど

の

よ

う

に

取

り

入

れ

、

一

つ

の

考

え

に

ま

と

め

る

か

」

を

コ

ン

セ

プ

ト

と

し

た

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

研

修

会

は

プ

ロ

サ

ー

ブ

が

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

を

主

体

に

実

施

。

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

取

る

際

に

重

要

な

こ

と

を

的

確

に

伝

え

た

。

　

米

津

学

科

長

は

「

学

生

が

適

切

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

通

し

て

、

自

分

の

考

え

や

、

で

き

な

い

こ

と

を

開

示

し

、

み

ん

な

で

勉

強

す

る

こ

と

は

社

会

で

活

躍

す

る

た

め

の

大

き

な

シ

ー

ズ

に

な

る

」

と

し

て

い

る

。

ま

た

、

「

異

文

化

を

理

解

し

よ

う

と

海

外

の

方

に

積

極

的

に

話

し

掛

け

る

な

ど

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

関

す

る

意

識

が

高

ま

っ

た

学

生

も

お

り

、

昨

年

度

の

成

果

の

一

つ

と

捉

え

て

い

る

」

と

述

べ

る

。

　

今

年

度

は

、

昨

年

度

に

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

受

講

し

た

２

年

生

が

１

年

生

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

参

加

し

、

教

員

と

共

に

学

修

を

サ

ポ

ー

ト

す

る

。

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

展

開

を

予

定

し

て

い

る

他

大

学

と

の

交

流

も

計

画

し

て

い

る

。

　

米

津

学

科

長

は

「

学

内

に

加

え

、

他

大

学

の

学

生

と

交

流

す

る

機

会

を

増

や

す

こ

と

で

、

自

分

と

は

異

な

る

価

値

観

を

共

有

し

、

人

間

と

し

て

大

き

く

な

れ

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

し

て

い

く

。

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

導

入

す

る

大

学

を

増

や

し

て

い

き

た

い

」

と

の

考

え

を

示

し

て

い

る

。

　

駒

澤

大

学

禅

文

化

歴

史

博

物

館

（

東

京

都

世

田

谷

区

）

は

７

月

�

日

ま

で

、

企

画

展

「

『

源

氏

物

語

』

注

釈

書

に

見

る

享

受

の

あ

ゆ

み

」

を

開

催

し

て

い

る

。

　

王

朝

文

学

を

代

表

す

る

長

編

小

説

『

源

氏

物

語

』

は

紫

じ

ょ

う

式

部

に

よ

り

�

帖

が

編

ま

れ

た

と

さ

れ

、

現

在

ま

で

色

あ

せ

る

こ

と

な

く

広

く

親

し

ま

れ

て

い

る

。

　

�

世

紀

初

頭

に

成

立

し

た

同

作

は

、

約

１

０

０

年

を

経

た

平

安

時

代

末

期

に

は

既

に

古

典

化

し

て

お

り

、

言

葉

遣

い

や

社

会

・

生

活

文

化

の

変

化

に

伴

い

、

原

文

を

そ

の

ま

ま

理

解

す

る

こ

と

は

困

難

と

な

っ

て

い

っ

た

。

特

に

、

作

中

に

登

場

す

る

約

５

０

０

人

も

の

人

物

と

、

７

９

５

首

を

数

え

る

和

歌

を

理

解

す

る

こ

と

は

読

者

に

と

っ

て

煩

雑

で

あ

り

、

考

証

や

難

読

語

を

解

説

す

る

注

釈

書

が

必

要

と

な

っ

た

。

　

ま

た

、

当

初

は

貴

族

や

公

家

層

の

中

で

読

ま

れ

て

お

り

、

現

在

の

よ

う

に

簡

便

に

享

受

・

受

容

で

き

る

よ

う

に

な

る

ま

で

に

は

、

長

い

時

間

を

要

し

た

。

　

今

回

の

企

画

展

で

は

、

同

大

学

図

書

館

所

蔵

の

『

源

氏

物

語

』

の

注

釈

書

に

つ

い

て

、

江

戸

時

代

を

中

心

に

、

そ

の

展

開

と

享

受

の

歴

史

を

紹

介

し

て

い

る

。

不

朽

の

古

典

と

し

て

現

在

で

も

多

く

の

人

に

読

ま

れ

て

い

る

『

源

氏

物

語

』

が

世

間

に

受

容

さ

れ

て

い

く

過

程

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

企

画

展

と

な

っ

て

い

る

。

入

館

料

無

料

、

予

約

不

要

。

　

詳

細

は

同

博

物

館

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

／

／

ｗ

ｗ

ｗ

．

ｋ

ｏ

ｍ

ａ

ｚ

ａ

ｗ

ａ

－

ｕ

．

ａ

ｃ

．

ｊ

ｐ

／

ｆ

ａ

ｃ

ｉ

ｌ

ｉ

ｔ

ｉ

ｅ

ｓ

／

ｍ

ｕ

ｓ

ｅ

ｕ

ｍ

／

）

ま

で

。

　

玉

川

大

学

（

東

京

都

町

田

市

）

工

学

部

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

サ

イ

エ

ン

ス

学

科

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

研

究

室

（

指

導

：

小

酒

井

正

和

教

授

）

は

６

月

�

日

ま

で

、

東

洋

メ

デ

ィ

ア

リ

ン

ク

ス

㈱

（

東

京

都

中

央

区

）

と

産

学

連

携

に

よ

る

共

創

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

で

積

み

上

げ

て

き

た

成

果

を

同

大

学

「

Ｓ

Ｔ

Ｒ

Ｅ

Ａ

Ｍ

　

Ｈ

ａ

ｌ

ｌ

　

２

０

１

９

」

の

５

階

で

展

示

発

表

し

て

い

る

。

　

同

展

示

は

企

業

の

問

題

解

決

を

テ

ー

マ

に

、

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

や

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

を

活

用

し

て

、

経

営

課

題

を

科

学

的

に

解

決

す

る

研

究

に

取

り

組

む

研

究

室

の

活

動

の

一

環

。

自

然

豊

か

な

同

大

学

の

学

内

間

伐

材

（

玉

川

産

）

を

活

用

し

た

「

メ

デ

ィ

ア

ア

ー

ト

に

よ

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

シ

ョ

ン

マ

ッ

ピ

ン

グ

～

光

と

森

の

追

憶

～

」

「

ス

ピ

ー

カ

ー

内

蔵

ス

ク

エ

ア

型

ウ

ッ

ド

チ

ェ

ア

ー

（

檜

）

」

の

展

示

を

行

っ

て

い

る

。

　

同

社

と

の

共

同

研

究

「

空

間

デ

ザ

イ

ン

セ

ー

ル

ス

研

究

プ

ロ

グ

ラ

ム

」

で

、

学

生

た

ち

の

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

の

中

で

出

て

き

た

「

玉

川

産

の

木

材

を

活

用

し

、

玉

川

ら

し

さ

の

あ

る

よ

り

魅

力

的

な

空

間

に

し

た

い

。

玉

川

産

の

木

材

を

活

用

し

、

玉

川

学

園

の

自

然

環

境

の

豊

か

さ

を

、

実

際

に

目

で

見

て

知

っ

て

ほ

し

い

」

と

い

う

「

想

い

」

を

実

現

す

る

た

め

、

企

画

・

制

作

し

た

。

　

玉

川

産

の

木

材

な

ど

の

選

定

・

調

達

は

、

緑

豊

か

な

キ

ャ

ン

パ

ス

を

生

か

し

、

木

の

輪

（

Ｍ

ｏ

ｋ

ｕ

ｒ

ｉ

ｎ

）

で

つ

な

ぐ

活

動

に

よ

っ

て

地

球

環

境

の

保

全

を

目

指

す

学

内

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

「

Ｔ

ａ

ｍ

ａ

ｇ

ａ

ｗ

ａ

　

Ｍ

ｏ

ｋ

ｕ

ｒ

ｉ

ｎ

　

Ｐ

ｒ

ｏ

ｊ

ｅ

ｃ

ｔ

」

が

、

材

料

加

工

に

は

「

Ｓ

Ｔ

Ｒ

Ｅ

Ａ

Ｍ

　

Ｈ

ａ

ｌ

ｌ

　

２

０

１

９

」

に

あ

る

メ

ー

カ

ー

ズ

フ

ロ

ア

・

芸

術

学

部

木

工

室

の

技

術

職

員

が

そ

れ

ぞ

れ

協

力

し

、

同

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

支

え

て

い

る

。

　

脱

炭

素

化

社

会

に

向

け

て

、

自

然

環

境

と

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

を

融

合

し

た

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

に

配

慮

し

た

ア

ー

ト

作

品

で

あ

り

、

同

社

が

取

り

組

む

商

業

施

設

の

「

テ

ナ

ン

ト

空

き

地

」

の

有

効

活

用

な

ど

発

展

性

の

高

い

共

同

研

究

の

展

示

と

な

っ

て

い

る

。

６

月

�

日

に

行

わ

れ

る

高

校

生

対

象

の

オ

ー

プ

ン

キ

ャ

ン

パ

ス

で

も

体

験

で

き

る

。

　

「

Ｔ

ａ

ｍ

ａ

ｇ

ａ

ｗ

ａ

　

Ｍ

ｏ

ｋ

ｕ

ｒ

ｉ

ｎ

　

Ｐ

ｒ

ｏ

ｊ

ｅ

ｃ

ｔ

」

の

協

力

に

よ

っ

て

制

作

し

た

同

学

園

キ

ャ

ン

パ

ス

の

桜

の

間

伐

材

を

活

用

し

た

魅

せ

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

シ

ョ

ン

マ

ッ

ピ

ン

グ

は

、

映

像

と

Ｂ

Ｇ

Ｍ

の

制

作

を

同

社

が

担

当

し

た

。

桜

の

木

材

を

キ

ャ

ン

バ

ス

に

、

同

学

園

の

豊

か

な

自

然

環

境

を

テ

ー

マ

と

し

た

映

像

を

投

影

。

音

楽

と

共

に

豊

か

な

自

然

あ

ふ

れ

る

同

学

園

キ

ャ

ン

パ

ス

の

魅

力

を

紹

介

す

る

空

間

演

出

を

行

っ

て

い

る

。

　

「

ス

ピ

ー

カ

ー

内

蔵

ス

ク

エ

ア

型

ウ

ッ

ド

チ

ェ

ア

ー

（

檜

）

」

は

、

積

み

木

を

コ

ン

セ

プ

ト

に

し

た

ス

ピ

ー

カ

ー

ユ

ニ

ッ

ト

内

蔵

の

イ

ス

型

ス

ピ

ー

カ

ー

ボ

ッ

ク

ス

で

、

内

蔵

の

振

動

音

波

ス

ピ

ー

カ

ー

は

、

音

圧

で

音

を

伝

え

る

の

で

は

な

く

空

気

振

動

で

音

を

伝

達

し

、

学

内

の

休

憩

用

椅

子

と

し

て

空

間

Ｂ

Ｇ

Ｍ

を

流

す

。

　

形

状

は

６

面

の

シ

ン

プ

ル

な

ボ

ッ

ク

ス

型

で

、

サ

イ

ズ

は

４

６

０

×

４

６

０

×

４

６

０

（

㍉

）

。

積

み

木

の

要

領

で

組

み

合

わ

せ

て

使

え

る

た

め

、

空

間

デ

ザ

イ

ン

の

発

展

性

が

あ

る

。

デ

ザ

イ

ン

・

企

画

・

ス

ピ

ー

カ

ー

設

計

は

同

社

が

担

当

し

、

詳

細

設

計

と

製

造

設

計

に

つ

い

て

は

、

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

研

究

室

が

担

当

し

た

。

　

金

融

広

報

中

央

委

員

会

（

事

務

局

＝

日

本

銀

行

情

報

サ

ー

ビ

ス

局

内

）

は

金

融

経

済

教

育

の

学

校

向

け

主

要

事

業

と

し

て

、

第

�

回

「

お

か

ね

の

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

」

と

第

�

回

「

金

融

と

経

済

を

考

え

る

」

高

校

生

小

論

文

コ

ン

ク

ー

ル

を

実

施

す

る

。

金

融

庁

、

文

部

科

学

省

、

日

本

銀

行

他

が

後

援

。

　

こ

の

コ

ン

ク

ー

ル

は

、

「

お

か

ね

」

や

「

金

融

・

経

済

」

の

仕

組

み

、

生

活

や

社

会

と

の

関

わ

り

に

つ

い

て

考

え

た

り

、

ま

と

め

た

り

す

る

こ

と

を

通

し

て

、

金

融

や

経

済

へ

の

関

心

を

高

め

、

青

少

年

の

健

全

な

金

銭

観

・

価

値

観

を

育

む

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

　

【

第

�

回

「

お

か

ね

の

作

文

」

コ

ン

ク

ー

ル

】

　

中

学

生

を

対

象

に

、

「

お

か

ね

」

に

関

す

る

こ

と

で

あ

れ

ば

テ

ー

マ

は

自

由

。

賞

は

特

選

５

編

（

賞

状

と

図

書

カ

ー

ド

４

万

円

分

）

、

秀

作

５

編

（

賞

状

と

図

書

カ

ー

ド

２

万

円

分

）

、

佳

作

�

編

（

賞

状

と

図

書

カ

ー

ド

三

千

円

分

）

、

学

校

賞

（

特

選

受

賞

者

在

籍

校

）

５

校

（

賞

状

と

図

書

カ

ー

ド

１

万

円

分

）

。

　

【

第

�

回

「

金

融

と

経

済

を

考

え

る

」

高

校

生

小

論

文

コ

ン

ク

ー

ル

】

　

対

象

は

高

校

生

、

中

等

教

育

学

校

生

（

後

期

課

程

）

、

高

等

専

門

学

校

生

（

３

年

生

ま

で

）

、

高

等

専

修

学

校

生

。

「

金

融

と

経

済

」

に

関

し

て

テ

ー

マ

は

自

由

。

賞

は

特

選

５

編

（

賞

状

と

奨

学

金

５

万

円

）

、

秀

作

５

編

（

賞

状

と

奨

学

金

３

万

円

）

、

佳

作

�

編

（

賞

状

と

図

書

カ

ー

ド

６

千

円

分

）

、

学

校

賞

（

特

選

受

賞

者

在

籍

校

）

５

校

（

賞

状

と

図

書

カ

ー

ド

１

万

円

分

）

　

両

コ

ン

ク

ー

ル

と

も

９

月

�

日

が

締

め

切

り

。

　

◇

作

品

送

付

先

＝

１

０

２

―

０

０

７

４

東

京

都

千

代

田

区

九

段

南

１

―

６

―

�

　

５

Ｆ

　

毎

日

企

画

サ

ー

ビ

ス

　

金

融

広

報

中

央

委

員

会

コ

ン

ク

ー

ル

事

務

局

「

各

コ

ン

ク

ー

ル

」

係

　

◇

問

い

合

わ

せ

先

＝

同

事

務

局

☎

０

３

（

６

２

６

５

）

６

８

１

８
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